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Sを正則局所環とし、その剰余環 R := S/aがGorenstein局所環になるイデアル aを
Gorensteinイデアルという。このGorensteinイデアルがどのようなものであるかを、特
にその生成元の個数という観点から考えてみた。
一般に aのheightと極小生成元の個数の差が１であるような時は、Gorenstein局所環で
はないことが示されている (E.Kunz [2])。aのheightが２以下であるときS/aがGorenstein

であることとComplete Intersectionであることは同値である (Serre)ので、Gorensteinで
ありComplete Intersectionでないaは高さが３以上となる。このようなheight３のイデア
ル aを最初に考えたい。そうすると、前述のことからイデアルの極小生成元の個数は５以
上になるが、さらに極小生成元の個数が奇数になることが知られている (J.Watanabe [3])。
これは、Rがアルティン環ならば aは既約なので、S上かつR上の非零因子が存在すれ
ばその元でRを剰余し、Rをアルティン環に帰着させ、既約なm-準素イデアルの生成元
の個数に関する帰納法によって得られる。また、BuchsbaumとEisenbudによってn次の
交代行列から得られる n− 1次の交代行列のPfaffianが生成するイデアル aは height３で
S/aがGorensteinになり、逆に S/aがGorensteinになる height３のイデアルはこのよう
にして得られることが示されている。この系としても aの極小生成元の個数は奇数にな
ることがわかる。
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